平成１７年９月３０日　

八王子市財務部契約課　

競争入札参加資格者の「準市内業者」の認定基準について

　平成１８年４月１日から準市内業者としての取扱いについて、所在地が市内に存することのほか認定基準を下記のとおり定めました。

準市内業者としての認定を受けるためには、下記の報告書等の提出が必要となります。

ただし、報告書等が認定基準を満たしていないと認められる場合又は報告書等の提出がない場合は、市外業者として取扱います。また、不定期に実地調査を行い、認定基準を満たしていないと認められる場合は、市外業者として取扱います。

なお、報告書等に虚偽の記載があることが判明したときは、資格取消又は指名停止措置を講ずることがありますので、誤りのないよう慎重に記載願います。

記

　１　準市内業者の認定要件

（1） 八王子市内の支店として競争入札参加資格を有していること。

※　支店とは、主たる営業所である本店以外の営業所

（関係法令：建設業法第３条、商法第９条、第５１６条）

（2） 支店に契約権限が委任されていること。

（3） 支店に常駐職員が配置されており、常時業務活動を行っていること。

※　常駐とは、週７日間のうち、３日間以上又は３０時間以上支店に勤務していること。

（4） 八王子市への支店の法人市民税納付実績があること。

　２　常駐職員の内容

（1） 建設工事

３名以上。うち１名は営業所の専任技術者であり、経営事項審査結果通知書に記載されている技術職員であること。

（2） 測量・設計コンサルタント等

３名以上。うち１名は、申請業種のいずれか１つに該当する技術者であること。

※　技術者とは、法律又は命令による免許又は技術若しくは技能の認定を受けた者であること。

（3） 物品買入れ等

２名以上。

３　提出書類

（1） 準市内業者の支店・営業所等の状況報告書

（2） 常駐職員の雇用関係を証明できるものの写し(社会保険証等)

（3） 法人市民税の納税証明書

※　新規に支店を設置し、納期未到来で納税証明書を用意できない場合は、法人設立・設置届出書の事業所控の写しを提出してください。
